
（別紙３）

～ 2025年1月21日

（対象者数） 1名 （回答者数）
2025

～ 2025年2月5日

（対象者数） 10名 （回答者数）
7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

機能訓練室、デイフロア、事務室等、必要に応じて個別に使

用できる環境を構築中である

2

気付き及び注意点を共有し、しえん・改善の確保につなげて

いる

3

家族からの悩み事に対する相談に応じ、助言等の支援を行う

取り組みをしている

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員研修を通して業務の改善、見直しを繰り返し行う工夫を

する

2

自立支援等の協議会に参加する

3

PDCAの基本活動を積極的に取り組みを行う

環境・大勢。整備面では完備しているとはいえないものの必

要に応じて個別に使用できる環境が整っている

障がいの特性に応じ環境上の配慮、職員の適切な配置の取り

組みがおこなわれている

適切な支援の提供に心がけている 日々の支援の記録を残し、職員間で連携して支援を行ってい

る

機会のあるごとに保護者と双方の連絡がおこなわれている 児童や保護者の意思を尊重した取り組みを行っている

放課後等デイサービスのガイドラインの取り組み、及びモニ

タリングによるサービス見直しを行うことが必要だと思われ

る

左記の課題に対して、一度見直しを行う要因があるのではな

いかと考える

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

課題・改善を更に進めるための職員の参画が必要であると思

われる

職員の業務の改善、及び更なる意識の改善を図ることが課題

である

関係機関との連携を更に進める必要があると思われる 児童センター等の協力を仰ぎ、交流することが課題である

2025年1月23日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年2月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 専正寺デイサービスまごころ

○保護者評価実施期間
2025年1月16日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


